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（注）　１　18～34歳未婚者。その他及び不詳の割合は省略。
２　専業主婦：結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会
に退職し、その後は仕事を持たない。
　　再就職　：結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機
会にいったん退職し、子育て後に再び仕事を持つ。
　　両立　　：結婚し子どもを持つが、仕事も一生続ける。
　　DINKS　：結婚するが子どもは持たず、一生仕事を続ける。
　　非婚就業：結婚せず、仕事を一生続ける。

資料）社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査（結婚と出産に
関する全国調査）（独身者調査）」

図表59 女性の理想ライフコース
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図表60 女性の予定ライフコース

（結婚後の就業継続割合は上昇、出産後の就業継続割合は横ばい）
これまで女性は、就業し
ていても結婚・出産・育児
に伴って退職する者が多
く、また、出産後に復職す
るとしても、育児と両立が
しやすいパートタイム労働
の形で就業することが多
かった。近年、女性の就業
率の上昇が見られる中で、
ライフステージごとに見た
場合、女性の就業状況はど
のように変化しているのだ
ろうか。
我が国の女性の労働力率
を年齢階級別に見た場合、
結婚・出産時期に当たる20代後半から30代にかけて労働力率が著しく減少するいわゆる「M字カー
ブ」を描くことが知られている。このM字カーブの底は依然として落ち込みが見られるものの、年々
上昇をしており、この変化は、未婚・晩婚化、結婚・出産年齢の変化、結婚・出産に伴う退職の動向
の変化、雇用形態の変化等の様々な要因によって起こっていると考えられる。
M字カーブの中で、「15～19歳」については、大学等への進学率の高まりを受けて、労働力率は
低下傾向にある。M字のボトムは、1975年（42.6％）は「25～29歳」、1985年（50.6％）、1995
年（53.7％）は「30～34歳」であったが、2011年（67.0％）は「35～39歳」へと移っており、女
性の晩婚化・晩産化が影響していると考えられる。25～29歳及び30～34歳で労働力率の上昇が見
られる背景としては、大学卒などで就業する者が増えてきていること、未婚化の進展により長期的に
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（注）　１　「労働力率」とは、15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合。
２　2011年の［　］内の割合は、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果。
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図表61 女性の年齢階級別労働力率の推移

（３）女性の就業状況の変化
（女性の社会進出の進展）
今から約30年前の1980年、我が国では、夫婦のうち男性が主な働き手となる片働き世帯が主流
であった。その後、共働き世帯数は継続的に増加し、1997年には共働き世帯が片働き世帯数を上回
ることとなった。その後も共働き世帯は増加を続けており、片働き世帯数との差は拡大傾向にある
（図表57）。
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図表57 共働き世帯・片働き世帯の推移

年齢階級別に女性の就業率を見る
と、20代後半～30代前半の上昇が目
立つ。1975年には25～29歳では
41.4％、30～34歳では43.0％だった
就業率は、2011年にはそれぞれ
72.8％、64.2％まで大きく上昇した
（図表58）。
このような女性の就業率の上昇の背
景のひとつには、女性の労働意欲の高
まりがあると考えられる。女性の理想
とするライフコースを尋ねると、「両
立コース」（結婚し子どもを持つが、
仕事も一生続ける）及び「再就職コー
ス」（結婚し子どもを持つが、結婚あ
るいは出産の機会にいったん退職し、
子育て後に再び仕事を持つ）を選択する者が2010年時点でそれぞれ30％を超えており、特に両立
コースを選択する者については1992年の調査以降一貫して増加傾向にあるなど、家庭と仕事を両立
しようとする女性の意欲の高まりが見られる（図表59、60）。
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なっている。
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1968 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 2000 02 04 06 08 10（年）
40

45

50

55

60

65

70

75
（%）

全年齢 20～24歳 25～29歳
30～34歳 35～39歳

（注）　１　1972年以前については、沖縄分は含まれていない。
２　2011年については、東日本大震災の影響により、岩手県・宮城県・福
島県において調査実施が一時困難となったため、補完的に推計した数値と
なっている。

資料）総務省「労働力調査」より国土交通省作成

72.8

64.2

43.0
41.4

図表58 年齢階級別女性の就業率の推移
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